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�
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�
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�
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�
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�
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�
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�
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…
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…
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菜
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住
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
り
身
近

で
、
地
域
の
特
性
に
あ
っ
た
施
策

を
展
開
す
る
た
め
、
地
方
分
権
改

革
と
し
て｢

三
位
一
体
の
改
革｣

が

推
進
さ
れ
ま
し
た
。�

　
地
方
が
自
立
し
、
独
自
の
判
断

で
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。�

　
し
か
し
、
そ
の
内
容
は
「
国
か

ら
地
方
へ
の
財
源
移
譲
」
「
国
庫

補
助
金
の
見
直
し
に
よ
る
削
減
」

そ
し
て｢

地
方
交
付
税
の
見
直
し｣

で
あ
り
、
地
方
財
政
に
と
っ
て
は

非
常
に
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。�

　
町
で
は
、
平
成
十
一
年
三
月
に

「
江
府
町
行
政
改
革
大
綱
」
を
定

め
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、

権
限
委
譲
に
対
し
、
即
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
、
ま
た
地
域
振
興
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
合
併
し
な
い

道
を
選
択
し
た
わ
が
ま
ち
江
府
町

に
と
っ
て
は
、
よ
り
厳
し
い
財
政

運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
江
府
町
が
一
つ
の
独
立
し
た
町

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
見
直
し
と
改

革
を
断
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。�

　
よ
っ
て
、
行
財
政
の
見
直
し
、

改
革
を
行
う
た
め
新
た
に
、
「
江

府
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
を

定
め
ま
し
た
。�

�����

　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
に
、
効
率
的
な
行
政
運
営
、
町

民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
満

足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。�

　
行
財
政
改
革
で
は
、
「
補
助
金

や
扶
助
費
の
削
減
、
人
件
費
・
投

資
事
業
の
抑
制
、
さ
ら
に
は
使
用

料
・
手
数
料
、
負
担
金
・
分
担
金

の
引
き
上
げ
な
ど
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
も
痛
み
の
と
も
な
う
改
革

を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。�

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
次

の
基
本
方
針
に
よ
り
改
革
を
推
進�

一
．
江
府
町
ま
ち
づ
く
り�

　
推
進
計
画
策
定
の
背
景�

二
．
行
財
政
改
革�

　
　
　
　
の
基
本
方
針�

新しいまちづくりをめざして�新しいまちづくりをめざして�

　４月　４月2626日、これからのまちづくりの基本方針となる日、これからのまちづくりの基本方針となる�
江府町まちづくり推進計画が、江府町まちづくり推進江府町まちづくり推進計画が、江府町まちづくり推進�
委員会の石原忠哉会長から竹内町長に手渡されました。委員会の石原忠哉会長から竹内町長に手渡されました。�

　４月26日、これからのまちづくりの基本方針となる�
江府町まちづくり推進計画が、江府町まちづくり推進�
委員会の石原忠哉会長から竹内町長に手渡されました。�
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し
ま
す
。�

（
ア
）
住
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進�

　
住
民
が
自
ら
の
意
思
で
、
安
心

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
、
住
民
と
行

政
と
の
協
働
に
よ
る
行
政
改
革
を

推
進
し
ま
す
。�

（
イ
）
安
定
し
た
財
政
運
営�

　
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
財

政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、
事
務
・

事
業
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
面

で
の
見
直
し
を
行
い
、
す
べ
て
の

行
財
政
運
営
に
お
い
て
、
不
断
の

点
検
を
行
い
ま
す
。�

����

　
計
画
の
期
間
は
平
成
十
八
年
度

か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で�

����

　
広
く
住
民
の
意
見
を
聴
く
機
関

と
し
て
、
「
江
府
町
ま
ち
づ
く
り

町
民
会
議
」
を
置
き
、
各
集
落
の

要
望
や
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、

情
報
提
供
の
場
と
し
ま
す
。�

���

（
一
）
事
務
・
事
業
の
見
直
し�

・
事
業
開
始
か
ら
長
年
経
過
し
、

　
効
果
が
な
い
も
の
は
廃
止�

・
普
通
建
設
事
業
は
、
緊
急
性
・

　
重
要
性
を
重
視
し
、
事
業
期
間

　
の
延
長
、
事
業
費
の
縮
小
に
よ

　
る
実
施
を
検
討�

・
国
・
県
の
補
助
が
削
減
さ
れ
た

　
事
業
は
、
廃
止
・
縮
小
を
視
野

　
に
入
れ
て
見
直
し�

・
新
規
事
業
は
、
必
要
性
と
目
標

　
を
明
確
に
し
、
財
源
確
保
に
努

　
め
、
充
分
な
検
討
を
行
う�

・
物
件
費
、
人
件
費
、
お
よ
び
各

　
種
団
体
な
ど
へ
の
補
助
金
や
負

　
担
金
の
見
直
し�

（
二
）
適
正
な
定
員
管
理�

・
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の
五
年

　
間
を
期
間
と
す
る
定
員
適
正
化

　
計
画
を
策
定�

�

（
三
）
財
政
運
営
の
健
全
化�

・
財
政
推
計
は
、
毎
年
決
算
に
基

　
づ
き
、
町
報
な
ど
で
公
表�

・
常
に
コ
ス
ト
意
識
を
も
ち
、
歳

　
入
の
確
保
、
歳
出
の
抑
制
に
努

　
め
る�

・
公
共
施
設
の
使
用
料
、
水
道
料

　
金
、
下
水
道
料
金
な
ど
の
公
共

　
料
金
の
見
直
し�

�

（
四
）
民
間
委
託
等
の
推
進�

・
施
設
の
廃
止
、民
間
委
託
・
譲
渡
、

　
直
営
な
ど
の
方
針
の
明
確
化�

・
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

　
効
に
活
用
し
、
財
政
支
出
の
負

　
担
軽
減
と
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
を

　
提
供
で
き
る
指
定
管
理
者
の
指

　
定�

�

（
五
）
町
民
と
の
協
働
に
よ
る�

　
　
行
政
推
進�

・
住
民
と
行
政
の
役
割
を
明
確
に

　
し
た
連
携
の
強
化�

・
新
た
な
提
案
に
つ
い
て
は
、
ま

　
ち
づ
く
り
町
民
会
議
な
ど
で
広

　
く
意
見
を
求
め
、
住
民
の
意
見

　
を
反
映
す
る�

����

　
行
財
政
改
革
を
す
す
め
な
が
ら
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
ふ
る
さ
と
に

誇
り
を
も
ち
、
生
き
生
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
に
、
町
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
の
夢

を
育
て
て
い
く
、
ま
た
、
情
熱
を

持
ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。�

「
小
さ
く
て
も
元
気
で
明
る
い
輝

き
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
す
。�

�

（
一
）
町
民
の
理
解
を�

　
　
　
　
得
ら
れ
る
給
与
制
度�

●
給
　
与�

　
職
務
と
給
与
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
近
年
公
務
員
の
給
与
に

対
し
、
厳
し
い
目
が
注
が
れ
、
給

与
改
革
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
町
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
、
給
与
改
革
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。�

・
国
お
よ
び
他
町
村
の
動
向
を
み

　
な
が
ら
、
町
村
職
員
に
ふ
さ
わ

　
し
い
給
与
体
系�

・
給
料
は
、
段
階
的
に
理
想
的
な

　
階
層
・
職
務
に
基
づ
い
た
形
に

　
す
る
　�

・
昇
給
は
、
年
功
的
要
素
で
は
な

　
く
、
勤
務
成
績
の
反
映
を
十
分

　
に
し
た
制
度
の
構
築�

・
仕
事
の
意
欲
が
減
退
し
な
い
給

　
与
シ
ス
テ
ム
づ
く
り�

●
機
　
構�

　
著
し
い
職
員
の
削
減
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
と

と
も
に
、
非
常
事
態
に
対
応
す
る

こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。�

　
し
た
が
っ
て
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
、ス
リ
ム
な（
小
ま
わ
り

の
き
く
）
機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。�

・
同
じ
種
類
の
仕
事
を
統
合
し
、

　
事
業
を
熟
知
し
た
職
員
の
養
成

　
（
専
門
職
、
施
設
維
持
管
理
、

　
計
画
・
立
案
）�

・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
職
務
を
目
的

　
と
し
た
、
統
括
制
度
の
導
入�

・
給
与
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ

　
り
、
著
し
い
人
員
削
減
は
抑
制

　
す
る�

●
職
員
の
人
材
育
成�

　
全
国
の
市
町
村
職
員
研
修
な
ど

を
積
極
的
に
利
用
し
、
職
員
の
接

遇
、
事
務
な
ど
の
能
力
向
上
を
図

り
ま
す
。�

四
．
推
進
組
織�

三
．
推
進
期
間�

五
．
行
財
政
改
革
の�

　
　
　
　
　
重
点
事
項�

六
．
こ
れ
か
ら
の�

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り�



（
二
）
自
然
と
と
も
に
さ
わ
や
か

　
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り�

●
選
　
挙�

　
現
在
二
十
一
箇
所
の
投
票
所
を

設
け
て
い
る
こ
と
で
、
多
額
の
費

用
を
費
や
し
て
選
挙
を
実
施
し
て

い
ま
す
。�

　
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
に
つ

い
て
も
、
九
十
三
箇
所
と
多
く
こ

れ
ら
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。�

・
町
民
の
意
見
を
聴
き
、
投
票
所

　
の
適
正
配
置
を
図
る�

・
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
適
正
配
置�

・
投
票
所
の
統
廃
合
で
、
遠
距
離

　
と
な
る
の
で
、
投
票
所
ま
で
の

　
交
通
手
段
の
確
保�

●
行
　
政�

　
多
く
の
行
政
か
ら
の
情
報
が
、

一
方
通
行
に
な
る
場
合
が
多
く
、

取
り
組
み
が
出
来
な
い
状
況
が
あ

り
ま
す
。�

　
よ
っ
て
、
地
域
で
事
業
展
開
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。�

・
集
落
住
民
へ
の
情
報
伝
達
方
法

　
の
改
善�

・
適
時
に
情
報
を
伝
達
で
き
る
シ

　
ス
テ
ム
づ
く
り�

・
町
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
推
進
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り�

●
ひ
と
づ
く
り�

　
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
く
人
材
を
育
成
し
、
各

種
情
報
の
積
極
的
公
開
に
よ
り
、

住
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
を

促
し
ま
す
。�

・
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
の

　
育
成
強
化�

・
研
修
会
、
講
習
会
の
場
の
提
供

　
を
し
、
住
民
の
積
極
的
参
加
を

　
図
る
。�

●
公
共
施
設
利
用�

　
多
く
の
公
共
施
設
が
、
有
効
に

利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
、
さ

ら
に
は
小
学
校
統
合
に
伴
い
校
舎

が
利
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。�

　
早
急
に
利
用
方
法
を
検
討
し
、

有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。�

・
小
学
校
統
合
後
の
跡
地
有
効
利

　
用�

・
現
有
施
設
の
本
来
の
目
的
に
あ

　
っ
た
効
果
的
な
利
用
と
、
指
定

　
管
理
者
の
指
定
を
行
う�

●
地
域
防
災�

　
異
常
気
象
が
続
き
、
い
つ
大
災

害
が
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
状

況
で
す
。
現
在
の
町
の
防
災
体
制

で
は
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。
今
後

は
、
地
域
防
災
組
織
の
確
立
の
推

進
を
図
り
ま
す
。�

・
自
主
防
災
組
織
活
動
へ
の
支
援�

・
救
急
救
命
講
習
会
、
消
火
訓
練

　
な
ど
の
実
施
に
よ
る
住
民
啓
発�

●
地
域
防
犯�

　
最
近
の
犯
罪
は
、
巧
妙
か
つ
悪

質
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

標
的
は
若
年
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
町
ぐ
る
み
の
防
犯

対
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。�

・
情
報
提
供
な
ど
に
よ
る
住
民
啓

　
発�

●
観
光
の
振
興�

　
町
内
各
所
で
、
風
景
が
写
真
や

絵
画
の
被
写
体
と
な
る
ほ
ど
自
然

豊
か
な
町
で
す
。
受
け
継
が
れ
た

素
朴
な
文
化
な
ど
を
、
ピ
ー
ア
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
景
観
の
保
全

を
図
り
ま
す
。�

・
写
真
被
写
体
と
し
て
の
、
観
光

　
素
材
（
風
景
等
）
の
保
全�

・
地
域
資
源
（
人
・
産
物
・
自
然
）

　
の
活
用�

・
江
尾
十
七
夜
の
観
光
商
品
化�

●
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
路
線

　
バ
ス
の
運
行�

　
安
全
・
安
心
し
て
利
用
で
き
る

移
動
手
段
と
し
て
、
地
域
密
着
型

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
確
保
を
図

り
ま
す
。�

・
学
校
統
合
後
、
通
学
バ
ス
の
確

　
保
お
よ
び
住
民
が
使
い
や
す
い

　
路
線
バ
ス
の
運
行�

・
住
民
代
表
に
よ
る
、
生
活
路
線

　
バ
ス
対
策
協
議
会
の
開
催�

・
安
心
し
て
利
用
で
き
る
、
バ
ス

　
停
留
所
等
な
ど
の
周
辺
環
境
整

　
備�

●
情
報
通
信
格
差
是
正
の
推
進�

　
だ
れ
も
が
、
ど
こ
に
い
て
も
正

し
く
情
報
の
伝
達
、
取
得
が
で
き

る
よ
う
情
報
通
信
網
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。�

・
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
向
け

　
難
視
聴
地
域
の
把
握
と
、
戸
別

　
改
修
、
難
視
聴
共
同
受
信
設
備

　
の
新
設
ま
た
は
改
修
の
た
め
の

　
情
報
提
供
や
支
援�

・
高
速
電
気
通
信
網
ゼ
ロ
地
域
へ

　
の
格
差
是
正
の
推
進�

・
携
帯
電
話
不
感
地
区
の
解
消�

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
充
実�

●
企
業
誘
致
の
推
進�

　
地
域
の
雇
用
確
保
と
経
済
活
性

化
の
た
め
、
江
府
町
の
豊
か
な
環

境
に
適
し
た
企
業
の
誘
致
に
努
め

る
と
と
も
に
、
誘
致
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
す
。�

・
観
光
人
口
の
増
加
、
人
口
定
住

　
化
の
促
進�

・
小
江
尾
工
業
団
地
の
有
効
活
用�

（
三
）
地
域
で
す
す
め
る�

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
と�

　
　
　
　
　
生
き
が
い
づ
く
り�

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
食

生
活
の
改
善
、
適
度
な
運
動
、
こ

こ
ろ
の
健
康
な
ど
が
重
要
で
す
。�

　
こ
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
図
り
、
自
主

的
に
事
業
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。�

●
健
康
増
進
対
策�

　
生
活
習
慣
病
に
効
果
の
あ
る
農

作
物
（
ヤ
ー
コ
ン
芋
な
ど
）
の
栽

培
を
奨
励
し
、
特
産
品
目
の
開
発

と
と
も
に
、
健
康
作
物
と
し
て
の

普
及
を
図
り
ま
す
。�

�

（
四
）
だ
れ
も
が
生
き
生
き�

　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り�

　
高
齢
者
対
策
お
よ
び
子
育
て
支

援
対
策
は
、
重
要
な
課
題
で
す
。�

障
害
者
対
策
に
つ
い
て
も
、
障
害

者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
障
害
者
福
祉
計
画

を
策
定
し
、
だ
れ
も
が
生
き
が
い

を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
福
祉
対
策
に

努
め
ま
す
。�

●
子
育
て
支
援�

・
小
学
校
統
合
後
に
、
江
尾
小
学

　
校
以
外
の
小
学
校
施
設
の
利
活

　
用
と
あ
わ
せ
て
、
児
童
の
遊
び�

4



　
場
の
確
保�

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
学
童

　
保
育
に
つ
い
て
、
小
学
校
統
合

　
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど

　
に
よ
る
対
応
を
推
進�

・
図
書
館
の
平
日
以
外
の
利
用
時

　
間
の
延
長
に
つ
い
て
検
討
し
、

　
さ
ら
な
る
利
用
増
を
図
る�

●
地
域
で
さ
さ
え
る
福
祉
対
策�

・
高
齢
者
な
ど
の
経
験
、
豊
富
な

　
知
恵
を
活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

　
な
場
面
で
の
活
動
と
支
援�

�

（
五
）
二
十
四
時
間
、�

　
　
　
三
百
六
十
五
日�

　
　
　
　
安
心
で
き
る�

　
　
　
　
　
医
療
体
制
づ
く
り�

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
拠
点
で

あ
る
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

江
尾
診
療
所
は
、
町
民
が
安
心
・

安
全
な
生
活
を
営
む
た
め
の
医
療

機
関
と
し
て
、
地
域
医
療
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
医

療
機
関
と
も
連
携
し
、
二
十
四
時

間
、
三
百
六
十
五
日
安
心
で
き
る

医
療
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す
。�

●
地
域
医
療
体
制
の
充
実�

・
診
療
所
の
診
療
時
間
に
つ
い
て

　
検
討
し
、
利
用
者
の
利
便
向
上

　
を
図
る�

（
六
）
水
と
緑
を
活
か
し
た�

　
　
　
快
適
で
住
み
よ
い�

　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り�

●
農
業
経
営
効
率
の
向
上�

・
農
業
経
営
の
法
人
化
の
推
進
や

　
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
組
織

　
な
ど
の
育
成
に
努
め
る�

・
生
産
組
織
や
農
地
の
集
積
に
よ

　
り
、
農
作
業
の
効
率
を
高
め
、

　
安
定
的
な
経
営
体
の
育
成
に
努

　
め
る�

・
収
益
の
高
い
農
産
物
体
制
（
特

　
産
品
・
加
工
品
・
観
光
農
園
等
）

　
づ
く
り
の
推
進
と
地
元
農
産
物

　
を
地
元
で
消
費
す
る
地
産
地
消

　
の
推
進�

・
大
豆
・
そ
ば
・
特
別
栽
培
米
の

　
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
り
、
付
加
価

　
値
を
高
め
、
収
益
増
に
つ
な
げ

　
る
よ
う
に
努
め
る
。�

・
有
機
性
資
源
の
循
環
利
用
、
減

　
化
学
肥
料
栽
培
に
よ
る
環
境
に

　
や
さ
し
い
農
業
の
推
進�

・
畜
産
経
営
の
維
持
発
展
に
努
め
、

　
耕
種
農
業
と
畜
産
の
連
携
に
よ

　
り
、
「
農
」
の
基
本
で
あ
る
土

　
作
り
の
推
進�

●
森
林
の
有
効
活
用�

・
山
村
破
壊
を
最
小
限
に
と
ど
め

　
る
工
夫
を
し
な
が
ら
林
道
な
ど

　
を
整
備
し
、
生
産
基
盤
の
強
化
、

　
森
林
の
計
画
的
な
管
理
の
推
進�

・
山
間
地
域
の
有
効
利
用
を
図
り
、

　
椎
茸
、
竹
炭
、
葉
物
花
木
（
し

　
ぶ
き
・
さ
か
き
・
高
野
槙
等
）

　
な
ど
の
栽
培
を
推
進
し
、
収
益

　
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
林
業
の

　
安
定
化
を
図
る�

●
快
適
な
環
境
づ
く
り�

・
空
き
家
お
よ
び
廃
校
な
ど
を
利

　
用
し
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
お

　
よ
び
若
者
定
住
を
図
る�

・
安
全
安
心
な
福
祉
住
宅
づ
く
り

　
を
計
画
的
に
推
進�

・
良
質
な
水
の
安
定
供
給
を
行
う

　
た
め
の
、
施
設
整
備
を
計
画
的

　
に
推
進�

・
下
水
道
未
普
及
地
域
の
早
期
解

　
消
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
積
極

　
的
に
整
備
の
推
進�

・
ご
み
削
減
計
画
の
策
定�

・
住
民
の
協
力
（
グ
ル
ー
プ
等
の

　
活
動
）
に
よ
る
、
古
紙
・
生
ゴ

　
ミ
な
ど
の
分
別
を
推
進�

・
悪
質
な
不
法
投
棄
が
未
だ
に
発

　
生
し
て
お
り
、
徹
底
し
た
防
止

　
対
策
の
推
進�

・
環
境
問
題
は
、
町
独
自
の
啓
発

　
が
必
要
で
あ
り
、
例
え
ば
《
大

　
山
水
系
に
「
ほ
た
る
」
を
飛
ば

　
そ
う
》
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

　
う
こ
と
で
、
環
境
へ
の
意
識
改

　
革
を
図
る�

・
法
律
に
反
し
た
野
焼
き
な
ど
に

　
つ
い
て
は
、
広
報
な
ど
で
周
知

　
を
行
い
な
が
ら
、
自
然
環
境
に

　
つ
い
て
の
再
認
識
を
図
る�

・
道
路
の
改
良
、
舗
装
等
の
工
法

　
の
検
討
を
行
い
、
安
全
、
安
心

　
な
道
づ
く
り
の
推
進�

・
避
難
経
路
図
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

　
プ
）
を
作
成
し
、
住
民
へ
の
周

　
知�

・
上
下
水
道
事
業
の
健
全
経
営
を

　
行
う
た
め
に
は
、
施
設
管
理
コ

　
ス
ト
な
ど
を
検
討
し
、
費
用
縮

　
減
を
図
り
、
早
期
に
料
金
改
定

　
を
検
討�

�

（
七
）
思
い
や
り
と
心
豊
か
な�

　
　
　
人
づ
く
り
の
推
進�

●
一
人
ひ
と
り
の
能
力
と
適
性
を

生
か
し
、
ふ
る
さ
と
に
自
信
と
誇

り
を
持
た
せ
る
教
育
の
推
進�

・
生
涯
学
習
体
制
の
構
築
と
学
習

　
機
会
の
整
備
推
進�

・
確
か
な
学
力
と
心
豊
か
で
た
く

　
ま
し
い
児
童
生
徒
の
育
成�

・
社
会
教
育
施
設
を
拠
点
と
し
た

　
学
習
情
報
の
提
供
、
学
習
相
談

　
活
動
の
推
進�

●
活
力
と
生
き
が
い
に
満
ち
た
美

し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
推
進�

・
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ

　
ら
ゆ
る
差
別
の
早
期
解
消
を
目

　
指
し
、
「
人
権
二
十
一
世
紀
」

　
の
実
現�

・
女
性
自
身
が
参
画
意
識
を
高
め

　
て
い
く
た
め
、
住
民
・
地
域
・

　
職
場
・
学
校
・
行
政
が
一
体
と

　
な
っ
た
取
り
組
み
の
推
進�

・
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も

　
の
育
成
を
図
る
た
め
、
家
庭
、

　
地
域
、
学
校
が
一
体
と
な
っ
た

　
活
動
の
推
進�

・
高
齢
者
の
経
験
を
生
か
し
た
社

　
会
活
動
参
加
の
促
進
と
学
習
環

　
境
の
整
備
促
進�

・
芸
術
文
化
鑑
賞
の
機
会
拡
大
と

　
町
民
の
文
化
活
動
へ
の
参
加
促

　
進�

●
町
民
一
（
い
ち
）
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進�

・
住
民
が
何
か
一
つ
ス
ポ
ー
ツ
す

　
る
こ
と
を
目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
と

　
健
康
・
体
力
づ
く
り
の
推
進�

5
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四
月
、
江
尾
診
療
所
の
糖

尿
病
外
来
（
月
二
回
）
に
、

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

か
ら
乗
本
共
香
医
師
が
派
遣

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
乗
本
医
師
は
、
鳥
取
大
学

医
学
部
の
学
生
時
代
、
地
域

医
療
研
究
部
に
所
属
し
、
そ

こ
で
、
江
府
町
内
の
主
な
集

落
の
実
態
を
、
武
地
医
師
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
調
査

研
究
し
た
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年

生
医
師
で
す
。�

　
乗
本
医
師
に
、
医
師
に
な
っ
て

の
感
想
と
、
鳥
取
大
学
医
学
部
附

属
病
院
に
在
職
し
た
こ
と
に
つ
い

て
聞
い
て
み
ま
し
た
。�

��
●
二
年
間
の
臨
床
研
修
が
終
り
、

四
月
か
ら
医
師
と
し
て
働
い
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
今
の
率
直
な
お

気
持
ち
は
？�

☆
正
直
言
っ
て
、
緊
張
の
毎
日
で

す
。
今
、
病
棟
で
患
者
さ
ん
を
診

察
し
て
い
ま
す
。�

　
私
の
名
前
が
か
か
っ
て
い
る
主

治
医
の
名
札
を
み
る
と
、
大
き
な

責
任
を
感
じ
ま
す
し
、
医
師
と
し

て
の
や
り
が
い
を
実
感
し
て
い
ま

す
。�

���

●
乗
本
医
師
は
学
生
時
代
、
江
府

町
内
で
地
域
医
療
研
究
の
取
組
み

を
何
度
か
経
験
し
て
い
ま
す
が
、

医
師
と
な
っ
て
、
そ
の
経
験
は
活

か
さ
れ
て
い
ま
す
か
？�

☆
私
に
は
、
大
変
貴
重
な
経
験
で

し
た
。�

　
地
域
医
療
研
究
部
で
は
、
住
民

の
方
々
に
直
接
お
会
い
し
て
、
そ

の
地
域
の
健
康
に
対
す
る
取
り
組

み
を
通
じ
勉
強
を
し
ま
し
た
。�

　
今
、
患
者
さ
ん
を
診
察
す
る
と

き
に
、
そ
の
方
自
身
の
生
き
て
き

た
過
程
、
考
え
方
、
家
族
関
係
そ

し
て
、
そ
の
地
域
の
実
情
や
生
活

そ
の
も
の
を
知
る
こ
と
は
、
大
変

重
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。�

　
医
学
部
生
時
代
に
、
授
業
な
ど

で
も
、
直
接
住
民
の
方
と
接
す
る

機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

医
学
の
道
を
志
す
者
に
と
っ
て
、

住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

は
、
必
要
不
可
欠
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
だ
と
思
い
ま
す
。�

�

●
と
こ
ろ
で
、な
ぜ
、鳥
取
大
学
に

残
っ
て
、
生
活
習
慣
病
の
治
療
・

研
究
に
携
わ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で

す
か
？ �

☆
生
活
習
慣
病
の
治
療
・
研
究
に

携
わ
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、
母
の

影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
実

は
私
の
母
も
医
師
で
、
現
在
、
生

活
習
慣
病
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
の
身
近
で
い
つ
も
母
は
、
患
者

さ
ん
の
病
気
の
治
療
だ
け
で
な
く
、

そ
の
方
の
生
活
背
景
や
精
神
的
な

部
分
に
ま
で
配
慮
し
て
回
り
の
ス

タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
な
が
ら
熱
く

毎
日
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。�

　
鳥
取
大
学
に
残
っ
た
の
は
今
、

重
政
教
授
、
谷
口
講
師
そ
し
て
江

尾
診
療
所
が
、
こ
の
生
活
習
慣
病

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

て
、
こ
の
環
境
な
ら
自
分
も
や
り

が
い
が
あ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。�

＝　鳥取大学医学部・地域医療研究部出身　乗本医師　＝�

江尾診療所糖尿病外来の�
派遣医師として�

の
り�

と
も�

か�

も
と�

江
府
町
で
の
調
査
研
究
は�

　
　
　
　
　
貴
重
な
経
験�



今
は
患
者
さ
ん
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す�

●
な
る
ほ
ど
、
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
さ
て
、
臨
床
研
修
制
度
（
通

称
、
研
修
医
制
度
と
い
い
ま
す
）

が
い
ろ
い
ろ
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。�

　
二
年
間
の
研
修
で
、
感
じ
ら
れ

た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？�

☆
研
修
医
は
、
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
す
。
一
か

月
か
ら
三
か
月
で
内
科
、
外
科
、

救
急
災
害
科
、
麻
酔
科
、
小
児
科
、

産
婦
人
科
、
精
神
科
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
診
療
科
を
ま
わ
っ
て
研
修
を

行
い
ま
す
。�

　
当
然
、
主
治
医
と
し
て
責
任
を

も
っ
て
患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。�

　
研
修
医
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
医

師
と
し
て
の
方
向
性
を
決
め
て
い

る
人
も
い
ま
す
し
、
こ
の
研
修
の

二
年
間
の
間
に
決
め
る
人
も
い
ま

す
し
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。�

　
私
の
場
合
は
生
活
習
慣
病
に
携

わ
ろ
う
と
決
め
て
い
た
の
で
、
い

ろ
い
ろ
な
科
で
研
修
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
大
変
で
し
た
が
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。�

●
最
後
に
、
今
後
の
抱
負
を
ひ
と

こ
と
。�

☆
私
は
今
、
医
師
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
で
す
。�

　
今
は
患
者
さ
ん
か
ら
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
ら
い
な
が
ら
医
師
と
し
て

の
経
験
を
日
々
積
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
つ
ま
り
、
患
者
さ
ん
の
、

生
き
て
こ
ら
れ
た
生
き
様
な
ど
に

感
動
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
は
、
諸
先
輩
か
ら
の

ご
指
導
を
し
っ
か
り
受
け
て
、
医

師
と
し
て
も
人
間
と
し
て
も
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

����

　
臨
床
研
修
制
度
と
は
、
「
平
成

十
六
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
制
度

で
、
医
学
部
を
卒
業
後
、
医
師
国

家
試
験
を
受
け
て
医
師
免
許
を
取

得
し
た
医
師
が
、
幅
広
い
診
療
能

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

二
年
間
所
定
の
研
修
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。�

7

臨
床
研
修
制
度�

　
　
　
　
と
は
何
か
？�

　
介
護
老
人
保
健
施
設｢

あ
や
め｣

は
、
こ
の
六
月
八
日
で
一
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。�

　
昨
年
六
月
か
ら
本
年
三
月
ま
で

の
十
か
月
間
の
利
用
状
況
は
、
入

所
で
五
十
八
・
八
㌫
（
計
画
六
十

㌫
）
、
短
期
入
所
は
三
十
・
四
㌫

（
計
画
五
十
㌫
）
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
は
三
十
三
・
八
㌫
（
計
画
五
十

㌫
）
で
、
月
別
の
利
用
状
況
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。�

　
ま
た
、
六
月
一
日
か
ら
武
田
千

濤
医
師
（
伯
耆
町
出
身
）
が
、
施

設
長
と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
と
な

り
、
四
月
か
ら
施
設
長
と
し
て
勤

務
し
て
い
た
、
山
根
祥
晃
医
師
は

日
野
病
院
に
異
動
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。�

�

た
け�

だ�

ち�

な
み�

定員�
（人）�

6月�

70�

10�

30

18.9�

8.0�

18.2

32.7�

5.8�

23.7

39.9�

15.2�

25.1

45.5�

36.7�

28.6

52.3�

22.3�

31.7

61.2�

37.7�

36.0

73.7�

48.1�

36.3

81.5�

36.1�

41.5

88.7�

49.6�

46.7

85.4�

46.1�

47.9

58.8�

30.4�

33.8

7月� 8月� 9月� 10月� 11月� 12月� 1月� 2月� 3月� 平均�

入所�

通所�

短期�
入所�

利用状況�

介護老人保健施設「あやめ」�
６月で１周年を迎えました�
介護老人保健施設「あやめ」�
６月で１周年を迎えました�

（単位：％）�
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笠
良
原
工
業
団
地
の�

　
　
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
を
締
結�

　
五
月
十
五
日
、
江
府
町
と
サ
ン

ト
リ
ー
天
然
水
株
式
会
社
（
徳
田

昌
嗣
代
表
取
締
役
社
長
）は
、「
奥

大
山
ブ
ナ
の
森
工
場｣(

笠
良
原
）

の
操
業
に
向
け
、
工
場
周
辺
地
域

の
環
境
保
全
に
関
す
る
協
定
書
を

取
り
交
わ
し
ま
し
た
。�

　
工
場
の
操
業
は
、
平
成
二
十
年

三
月
の
予
定
で
す
が
、
試
生
産
を

開
始
す
る
段
階
か
ら
環
境
に
配
慮

す
る
た
め
、
今
回
の
締
結
と
な
り

ま
し
た
。�

��

　
協
定
は
、
水
質
汚
濁
防
止
等
の

対
策
、
騒
音
振
動
防
止
の
対
策
お

よ
び
大
気
汚
染
防
止
の
対
策
に
つ

い
て
定
め
て
い
ま
す
。�

　
大
気
汚
染
防
止
の
対
策
等
に
つ

い
て
、
基
準
を
設
定
し
て
い
る
ほ

か
、
サ
ン
ト
リ
ー
が
自
主
的
に
測

定
し
た
結
果
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
公
開
す
る
こ
と
に
つ
い

て
も
定
め
て
い
ま
す
。�

��

　
こ
の
協
定
で
基
準
を
定
め
た
排

水
お
よ
び
大
気
に
関
す
る
デ
ー
タ

は
、工
場
の
揚
水
量
、井
戸
の
水
位
、

生
産
排
水
量
と
排
水
処
理
方
法
と

と
も
に
、
町
が
設
置
す
る
「
笠
良

原
地
域
周
辺
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

委
員
会
」
の
要
請
に
応
じ
て
報
告

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。�

���

　
ま
た
協
定
で
は
、
地
下
水
の
保

全
に
関
す
る
事
項
や
環
境
保
全
対

策
と
し
て
、
用
地
内
の
緑
化
の
実

施
、
周
辺
の
環
境
保
全
や
水
源
涵

養
林
（
か
ん
よ
う
り
ん
）
対
策
な

ど
の
活
動
を
、
町
と
協
力
し
て
行

う
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。�

��

　
町
は
、
必
要
に
応
じ
て
工
場
の

環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
報
告
を

求
め
る
ほ
か
、
立
ち
入
り
調
査
を

行
い
、
改
善
措
置
が
必
要
な
場
合

に
は
、
町
の
要
請
に
応
じ
て
サ
ン

ト
リ
ー
は
誠
意
を
も
っ
て
対
応
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
町
で
は
、
引
き
続
き
周
辺
の
川

の
流
量
や
水
道
水
源
の
水
位
な
ど

周
辺
の
環
境
に
つ
い
て
観
測
を
行

う
と
と
も
に
、
委
員
会
で
の
監
視

を
通
じ
て
今
後
と
も
豊
か
な
自
然

環
境
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。�

竹内町長と徳田社長（右）�

報
告
と
公
開�

基
準
の
設
定�
環
境
保
全
へ
の�

　
　
　
務
め
と
協
力�

調
査
と
改
善
措
置�

建設の進む「奥大山ブナの森工場」�

現在の笠良原の工場建設用地　手前が鏡ヶ成方向�



　
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン

は
、
喫
煙
に
よ
り
体
内
に
吸
収
さ

れ
、
時
間
の
経
過
に
よ
り
体
内
か

ら
消
え
て
い
き
ま
す
。�

　
し
か
し
、
体
内
で
は
ニ
コ
チ
ン

量
を
、
一
定
に
保
つ
よ
う
調
整
す

る
作
用
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
働

き
ま
す
。�

　
こ
の
作
用
に
よ
り
、
低
タ
ー
ル
・

低
ニ
コ
チ
ン
の
タ
バ
コ
で
あ
っ
て

も
、
吸
う
本
数
や
吸
う
強
さ
が
増

え
、
逆
に
健
康
へ
の
悪
影
響
が
増

大
す
る
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。�

���

　
禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
第
一
条
件

は
、
本
人
の
「
絶
対
や
め
る
!!
」

と
い
う
意
志
で
す
。�

　
し
か
し
、
喫
煙
習
慣
は
薬
物
依

存
で
も
あ
る
た
め
、
意
志
だ
け
で

は
や
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
は
、
禁

煙
補
助
剤
を
使
用
し
て
み
る
こ
と

も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
。�

���

　
禁
煙
を
た
す
け
る
薬
を
「
禁
煙

補
助
剤
」
と
い
い
ま
す
。
種
類
に

は
、
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン

パ
ッ
チ
が
あ
り
ま
す
。
薬
局
で
は

売
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
医
師
の
処

方
箋
を
も
ら
う
こ
と
で
入
手
で
き

ま
す
。
使
用
し
た
い
人
は
、
医
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
と
く
に
、
禁
断
症
状
が
強
い
人

は
、
試
し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。�

�����

　
タ
バ
コ
の
先
か
ら
立
ち
登
る
煙

は
、
喫
煙
者
が
吸
っ
て
い
る
煙
よ

り
も
、
強
い
毒
性
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と(

受

動
喫
煙
）
に
よ
る
、
健
康
被
害
を

予
防
す
る
対
策
が
世
界
的
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
よ
っ
て
、
町
の
健
康
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
る
、
総

合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
、
受

動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
、
六
月

一
日
か
ら
、
建
物
内
お
よ
び
出
入

り
口
付
近
で
の
喫
煙
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。�

　
ま
た
、
禁
煙
施
設
と
し
て
の
申

請
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。�

���

一
．
禁
煙
の
表
示
が
さ
れ
て
い
る
。�

二
．
施
設
内
で
の
禁
煙
に
、
協
力

　
し
て
も
ら
う
よ
う
普
及
・
啓
発

　
が
で
き
て
い
る
。�

三
．
施
設
内
に
灰
皿
が
置
か
れ
て

　
い
な
い
。�

四
．
施
設
外
に
タ
バ
コ
の
吸
い
ガ

　
ラ
が
散
ら
か
っ
て
い
な
い
。�

・
・
・
以
上
の
条
件
を
満
た
し
て
、

禁
煙
施
設
と
な
り
ま
す
。�

禁
煙
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

禁
煙
を
し
て
み
ま
せ
ん
か�
禁
煙
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

禁
煙
を
し
て
み
ま
せ
ん
か�
禁
煙
を
し
て
み
ま
せ
ん
か�

禁
煙
に
挑
戦
し
た
い
方
へ�

六
月
一
日
か
ら
総
合
健
康�

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
喫
煙�

は
禁
止
し
て
い
ま
す
。�

禁
煙
補
助
剤
に
つ
い
て�

禁
煙
施
設
と
は
？�

タ
バ
コ
は�

　
　
一
種
の
薬
物
依
存�

禁断症状ってなに？�

　禁断症状は、体からニコチンが抜け出すた

めにおこってくるもので、禁煙後３日目ぐら

いが一番ひどくなります。長くても２～３週

間で消失します。この時期を乗り越えた人の

半分が禁煙に成功します。�

●体におこる禁断症状�

　※めまいがする、頭がボーっとする、頭が重い�

　※体がだるい、眠い、体がしんどい�

　※汗をかく�

　※せき、タンが禁煙前よりよく出る。�

　これらの症状は、健康回復のサインです。

４、５日目から、体はすっきりしてきます。�

●心におこる禁断症状�

　※落ち着かない�

　※とてもタバコが吸いたくなる�

　※集中できない、イライラする�

　これらの症状は、３か月から１年続くこと

もありますが、次第に少なくなります。�

（参考）�

保険診療になっていない医療機関では、自費になりま�

す。医療機関によって、費用は異なりますが、おおむ�

ね数か月のたばこ代くらいになります。�

○鳥取県西部の保険診療適応の禁煙治療医療機関�

（3ヵ所）�

病院名�

飛田医院�

野坂内科医院�

住　所� 電話番号�

市場医院�

伯耆町溝口�

米子市博労町�

(0859)62－1023

(0859)31－0707

(0859)44－5551境港市馬場崎町�

9
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町
内
四
小
学
校
と
、
三
地
区
の
運
動
会
が
、
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
【
五
月
二
十
日（
江
尾
小
）、
五
月
二
十
七
日
（
米
沢
小
・
明
倫
小
及
び
校
区
）
、
六
月
三
日
（
俣
野
小
及
び
校
区
）
】

小
学
校
で
は
新
し
い
学
年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
二
ヶ
月
。
特
に
一
年
生
は
学
校
生
活
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
こ
の
時
期
で
短
い
練
習
期
間
で
し
た
が
、
み
ん
な
が
演
技
や
自
分
の
役
割
に
力
を
発
揮

し
、
一
人
ひ
と
り
、
だ
れ
も
が
主
役
の
す
ば
ら
し
い
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
校
区
で
は
春
の
農
作
業
も
一
段
落
、
参
加
し
た
み
な
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消
と
、
地
区
民

交
流
の
有
意
義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

う�う�う�か�か�か�い�い�い�

▲｢お味はいかが？｣（俣野校区）�

▲｢そのままいってくれ！｣（米沢校区）� ▲負けるもんか（江尾小）�

▲｢お母さん、待って!!｣（俣野小）�

▲激しい女のたたかい!!（明倫校区）�

▲勇壮な子ども神楽（米沢小）�▲力を合わせて（俣野校区）�

▲｢ナイスキャッチ!!｣（江尾小）�
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う�う�う�ん�ん�ん�ど�ど�ど�

▲大物をゲットしました（俣野小）�

▲飛んでますねー（米沢校区）�

▲｢それっ!!｣（俣野校区）�

▲｢決まったね｣（江尾小）�

▲最高の笑顔です（米沢小）� ▲となりのことも気になる?!（米沢校区）� ▲どっちも負けるな（米沢小）�

▲外から逆転です（明倫校区）�

▲たかがあんパン・・・�
　されどあんパン（明倫校区）�
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江
府
町
職
域
・
グ
ル
ー
プ
対
抗

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
）
大
会
が
、
五
月
十
七
日
か

ら
運
動
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
大
会
に
は
職
場
や
グ
ル
ー
プ
の

仲
間
で
構
成
さ
れ
た
十
チ
ー
ム
が

参
加
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ
り
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。�

　
選
手
た
ち
は
、
な
ご
や
か
に
そ

し
て
時
に
は
真
剣
に
ハ
ッ
ス
ル
プ

レ
ー
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。�

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

【
一
回
戦
】�

　
●
か
わ
ば
た
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
ズ�

　
　
　
　
11
　
対
　
９�

　
　
　
　
　
　
チ
ロ
ル
親�

　�　
●
マ
グ
マ
体
指�

　
　
　
　
21
　
対
　
11�

　
　
　
　
　
　
役
場
Ｂ�

【
二
回
戦
】�

　
●
か
わ
ば
た
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
ズ�

　
　
　
　
30
　
対
　
０�

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
ソ
フ
ト
バ
ン
ク�

�

　
●
役
場
Ａ�

　
　
　
　
不
　
戦
　
勝�

　
　
　
　
　
　
浜
本
組�

�

　
●
か
わ
ば
た
ス
パ
ー
タ
ン
ズ�

　
　
　
　
12
　
対
　
12�

　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
し
ろ
み
て�

　
　
　
　
　
（
抽
選
に
よ
る
）�

�

　
●
商
工
会�

　
　
　
　
８
　
対
　
３�

　
　
　
　
　
　
マ
グ
マ
体
指�

��

　
●
浜
本
組�

　
　
　
　
21
　
対
　
10�

　
　
　
　
　
　
住
田
組�

【
準
決
勝
】�

　
●
か
わ
ば
た
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
ズ�

　
　
　
　
19
　
対
　
５�

　
　
　
　
　
　
役
場
Ａ�

�

　
●
商
工
会�

　
　
　
　
19
　
対
　
11�

　
　
　
か
わ
ば
た
ス
パ
ー
タ
ン
ズ�

�

【
三
位
決
定
戦
】�

　
●
役
場
Ａ�

　
　
　
　
10
　
対
　
４�

　
　
　
か
わ
ば
た
ス
パ
ー
タ
ン
ズ�

�

【
決
　
勝
】�

　
か
わ
ば
た
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
ズ�

　
　
４
３
３
０
０
０
７
　
17�

　
　�

　
　
０
０
０
３
７
２
０
　
12�

　
商
工
会�

職域・グループ対抗�
レクリエーション大会レクリエーション大会�
職域・グループ対抗�
レクリエーション大会�

　
五
月
二
十
四
日
、
防
災
・
情
報

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
員
と
そ
の
保
護
者
、
指
導

者
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
ず
初
め
に
、
大
塚
製
薬
株
式

会
社
　
後
藤
洋
一
さ
ん
か
ら
、
熱

中
症
の
怖
さ
と
水
分
補
給
の
大
切

さ
を
映
像
を
交
え
な
が
ら
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
が
終

わ
る
と
内
容
に
関
す
る
ク
イ
ズ
が

出
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
学
ん
だ

内
容
に
つ
い
て
復
習
し
ま
し
た
。�

����������

　
つ
づ
い
て
、
境
港
市
立
誠
道
小

学
校
教
頭
　
上
杉
秀
樹
先
生
の
講

演
『
楽
し
く
て
有
意
義
な
ス
ポ
ー

ツ
ラ
イ
フ
』
を
聴
き
ま
し
た
。�

　
上
杉
先
生
は
日
本
体
育
協
会
の

公
認
指
導
者
で
、
指
導
者
講
習
会

の
専
任
講
師
、
テ
ー
ピ
ン
グ
の
認

定
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
多
く
の
資
格

を
持
た
れ
、
県
内
で
は
陸
上
競
技

や
水
泳
な
ど
の
審
判
員
と
し
て
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。�

������

　
こ
の
講
演
で
は
、
子
ど
も
が
成

長
す
る
過
程
で
筋
肉
や
骨
に
ど
の

よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
ス
ト
レ
ッ
チ
は
伸
ば

し
て
い
る
場
所
を
意
識
し
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
こ
と
や
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
の
重
要
性
な
ど
を
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
参
加
者
（
児
童
生
徒
四
十
名
、

保
護
者
十
五
名
）
の
み
な
さ
ん
は
、

個
別
に
テ
ー
プ
の
貼
り
方
を
質
問

す
る
な
ど
、
今
後
活
動
し
て
い
く

上
で
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。�

〜
備
え
て
安
心
ス
ポ
ー
ツ
知
識
〜�

江
府
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
研
修
会�

▲ナイスバッティング!!

▲社員一丸のV、(株)かわばた�

▲たのしいクイズにみんな笑顔！�

▲上杉秀樹先生�
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日
野
郡
少
年
野
球
江
府
町
大
会

兼
第
三
十
七
回
鳥
取
県
学
童
軟
式

野
球
大
会
日
野
郡
予
選
が
、
六
月

二
日
、
三
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ

て
運
動
公
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。�

����������

　�　
出
場
チ
ー
ム
は
、
郡
内
三
町
の

学
校
や
地
区
な
ど
を
単
位
と
し
た�

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
五
チ
ー
ム
。

年
々
、
児
童
数
が
減
っ
て
い
く
な

か
で
チ
ー
ム
編
成
も
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
選
手
た
ち
は
、
白

球
を
追
い
か
け
守
備
に
攻
撃
に
全

力
プ
レ
ー
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。�

　
ま
た
応
援
席
で
は
、
ど
の
チ
ー

ム
も
保
護
者
の
み
な
さ
ん
が
メ
ガ

ホ
ン
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
の
大

声
援
。
一
球
一
球
に
悲
喜
こ
も
ご

も
の
表
情
で
、
選
手
た
ち
を
見
守

っ
て
い
ま
し
た
。�

　
　�

��������

　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊�

　
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
江
府
は
、
初

日
第
二
試
合
に
登
場
、
石
見
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
石
見
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
全
員
が
六
年
生
の
強
豪

チ
ー
ム
。
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
は
、

た
だ
一
人
の
六
年
生
桑
原
聖
投
手

を
中
心
に
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
ま

し
た
が
、
力
及
ば
ず
コ
ー
ル
ド
ゲ

ー
ム
で
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。�

石
見
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

　
　
１
　
７
　
７
　
　
　
　
15�

　
　
０
　
０
　
２
　
　
　
　
２�

チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
江
府�

　
　
（
三
回
コ
ー
ル
ド
）�

　
二
日
目
は
、
根
雨
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
の
三
位
決
定
戦
。�

　
一
回
表
、
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
は

二
点
を
先
制
、
桑
原
投
手
が
そ
の

裏
の
根
雨
の
攻
撃
を
０
点
に
抑
え

幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
が
、
二
回
裏
、
守
備
の
乱
れ

に
つ
け
込
ま
れ
一
挙
に
十
一
点
を�

与
え
、
初
戦
に
引
き
続
き
コ
ー
ル

ド
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。�

�����������

チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
江
府�

　
　
２
　
０
　
０
　
　
　
　
２�

　
　
０
　
11
　
１
　
　
　
　
12�

根
雨
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団�

　
　
（
三
回
コ
ー
ル
ド
）�

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ

ア
は
、
六
年
生
一
人
、
五
年
生
二

人
。
試
合
経
験
の
な
い
低
学
年
の

児
童
が
多
い
チ
ー
ム
編
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
中
、
川
端
一
美
監

督
の
下
で
保
護
者
、
選
手
が
ひ
と

つ
に
な
っ
て
毎
週
の
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。�

　
野
球
シ
ー
ズ
ン
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。
江
府
球
児
た
ち
の
今

後
の
活
躍
に
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
！�

チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
健
闘
及
ば
ず
、
優
勝
は
三
年
ぶ
り
石
見
ス
ポ
少

チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
健
闘
及
ば
ず
、
優
勝
は
三
年
ぶ
り
石
見
ス
ポ
少�
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
健
闘
及
ば
ず
、
優
勝
は
三
年
ぶ
り
石
見
ス
ポ
少�

第
三
十
七
回
鳥
取
県
学
童
軟
式
野
球
大
会
日
野
郡
予
選�
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～日本を旅して～�マーカス　だいありぃマーカス　だいありぃ�マーカス　だいありぃ�

ハロー　エブリワン！　お知らせです。　江府中学校のALT（英語指導助手）としてお世話になってい�

ましたマーカス先生ですが、来月、アメリカへ帰られることになりました。�

　児童・生徒のみなさんとは、１学期でお別れです。　とても積極的にこどもたちや、地域の方々とふ�

れあっていただいたと思います。　さびしくなりますが、残り少ない日本の生活を楽しんでいただきた�

いですし、未定ということですが今後のご活躍も期待したいものです。�

�

I enjoy many things about Japan. One of the things I like the best sbout Japan �

is traveling.　 �

私は日本についていろいろなことを楽しみました。　そのなかでも、旅行が一番好きです。�

I have visited many places in Japan : Tokyo, Kyoto, Nara, Fukuoka, Hiroshima, Nagasaki, Okaya�

ma, Kobe, Matsue, Tottori, and many others.�

（わたしは日本のたくさんの場所をおとずれました。　東京、京都、奈良、福岡、広島、長崎、岡山、�

神戸、松江、鳥取、他にもたくさん。）�

�

　　　　　　　　I like Osaka very much. It only takes about four hours by bus, and it is not very �

　　　　　　　　expensive.�

　　　　　　　（わたしは大阪がとても好きです。　バスで4時間ほどですし、値段も高くありません。）�

There are many stores with good products and prices. There are also many fun places to go, �

such as Universal Studios and the Kaiyukan Aquarium.�

(いいものが安い店がたくさんあります。ユニバーサルスタジオ、海遊館のような楽しめる場所もあります。）�

Most of all, Osaka has many delicious foods. There are Kansai favorites like okonomiyaki and takoyaki.�

（すべてで一番は、おいしいものがたくさんあることです。　関西では、お好み焼きやたこ焼きが好まれます。）�

　※日本のいろいろな場所で、文化や伝統にふれてみられて、感銘されたり、今でも不可思議に思われた�

　　りされているかもしれません。　もっともっと、日本を好きになっていただきたいですね。�

６月は｢食育月間｣毎月19日は｢食育の日｣です�
「食育」とは、●生きる上での基本であって、知育・徳育及び体育の基礎となるべきもの。●様々な経

験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができる

人間を育てること。と定義されています。近年、子どもたちのまわりには多種類の食品があふれ、豊か

な食生活を享受しています。その一方で、栄養バランス、食事のあり方などに多くの問題点が見られ、

偏った栄養摂取、肥満症等の生活習慣病の増加や低年齢化など、食に起因する新たな健康課題が増加し

ています。�

　　　★望ましくない食習慣が及ぼす、子どもたちの心や体への影響★�

　　　　朝食欠食、必要以上の夜食・間食、不規則な食生活、一人だけの食事�

　　　　ファストフードやインスタント食品に頼りすぎ�

�

　　　　生活習慣病の増加、学力・体力の低下、コミュニケーション不足、�

　　　　豊かな心の欠如、食べ物の価値や食文化の喪失�

　�

　江府町の学校給食では、地産地消を心がけた栄養バランスのよい献立はもちろん、特徴的な取り組み

として、卵・小麦・乳などにアレルギーを持つ児童生徒に対して代替食の提供も行っています。これは

アレルギーの原因となる食品にかわる別のものを使って同じおかずを作ったり、その食品を含まない製

品を取り入れたりすることで、だれもが同じように楽しく給食の時間を過ごせるように工夫したもので

医師の診断をもとに実施しています。子どもたちが心も体も健康で豊かな人間性を育み、生きる力をつ

けていくために、家庭でも改めて「食育」について考えてみましょう。�

21



葵祭りの帰り道にもら
ったビラは｢京大青竜
会｣のサークル案内。
何をするサークルなの
か分からず、参加した
新歓コンパで一目惚れ。
そのままサークルに入
ってしまったが…�

★鴨川ホルモー� 万城目学�

これから誰しもが迎え
るだろう『林住期』予
備軍の若い世代全員に
贈る新しい人生論。人
は何の為に生まれて来
たのか？それをまとも
に考える、第三の人生
の目的、人生のクライ
マックスがここにあ
る！�

★林 住 期� 五木寛之�

江府町立図書館� TEL  75－2005　FAX  75－3942

開館時間　平日　午前8:30～午後7:00　土日・祝　午前8:30～午後5:30

・推理小説　　秦建日子　　　・刑事雪平夏見　アンフェアな月　　秦建日子　　　・花宵道中　　宮木あや�

・心霊探偵八雲　４～６　神永　学　　　・失われた町　三崎亜記　　　　・鴨川ホルモー　　万城目学�

・象の背中　　秋元　康　　　・窓の灯　　青山七恵　　　・アイの物語　　山本　弘　　　・星空　　流奈�

・サルビア　　蓮　　　・そのときは彼によろしく　　市川拓司　　　・まんまこと　　畠中　恵�

・はじめての文学　　浅田次郎　　・はじめての文学　　宮部みゆき　　・はじめての文学　よしもとばなな�

・はじめての文学　　村上　龍　　・はじめての文学　　宮本　輝　　・風が強く吹いている　　三浦しをん�

・林住期　　五木寛之　　　・河原荒草　　伊藤比呂美　　　・おんなのことば　　茨木のり子�

●あたらしくはいった本�

●今月のおすすめ！�

六月といえば･･･ジューンブライド！�
ということで、テーマは「結婚」です。�
「結納」「入籍」「結婚式」「新婚旅行」･･･よく聞くけど�
実際どういうこと？いくらくらいかかるの？�
そんな気になる疑問ありますよね？図書館では、「結婚」�
をテーマに集めた本を展示します。どれでも借りられま�
すのでどうぞお気軽に！（展示こーなーで、6/11～　）�

今月の展示�今月の展示�今月の展示�

6月の本棚�6月の本棚�
～町立図書館より～�～町立図書館より～�

小説・エッセイ�

・カワイイを着てでかけよう！おうちで作る、イヌの服　�

・かんたん犬ごはん　プチ病気・生活習慣病予防！　　須崎恭彦�

・手で編む可愛い布ぞうり　　小石正子　　・絵本から生まれたおいしいレシピ　　きむらかよ�

・いちばんわかりやすいソーイングの基礎ＢＯＯＫ　　・決定版　はじめてのお菓子　�

・初めての妊娠・出産　　・つっこみ力　　パオロ・マッツァリーノ�

・なぜ日本にはいい男がいないのか２１の理由　　森川友義�

・ゴー宣　暫　　小林よしのり　　・うちの３姉妹　３・４　　松本プリッツ　　・新・買ってはいけない４�

そのほか�
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＝お知らせ＝�
Web予約開始＆県内図書館横�

断検索に加わりました★�

・図書館ＨＰから本やビデオ�

　などの予約ができます！�

　（要申込）�

・県内の図書館全部から検索�

　する「横断検索」に江府町�

　も加わりました。ぜひご利�

　用ください。�



　北栄町で、初のスイカ栽培が行われてから今年で100

年。近年、大阪市場を中心に全国でも知名度がアップし

ている大栄西瓜にスポットをあて、合わせてスイカの歴

史も紹介します。�

　特集では、山陰で唯一続いている海女漁を紹介。その

伝統漁法を受け継いでいる平均年齢73歳の海女さんた

ちの横顔を紹介します。�

○取扱場所�

　県内の主な書店、各市町村役場広報担当課�

○定　　価　　１部300円（税込み）�

○問合せ先�

　鳥取県広報連絡協議会(県庁とっとりイメージ創出室内)�

　電話　0857－26－7086

県総合情報誌｢鳥取NOW｣（第74号）発売中�

　鳥取県母子連合会では、「ひとり親家庭役立ちサイト」

を開設しました。今後、親子で楽しめる場所やイベント

などの情報も提供していきます。�

○ホームページ�

　http://www.tottori-wel.or.jp/hitorioya/�

○携帯電話サイト�

　http://ns.tottori-wel.or.jp/hitorioya/�

　　　　i-mode/index.html

ひとり親家庭への情報提供事業を始めました�

　江府町観光協会では無形文化財「こだいぢ踊り」の伝

承とあわせ、江尾十七夜で広く見せる踊りを行いたく、

参加者を募集します。�

　「こだいぢ踊り同好会」の協力により、次のとおり練

習会を行いますので、ふるってご参加ください。�

○日　時　毎週金曜日20時から21時まで�

○場　所　日輪閣２階�

○内　容　太鼓・唄・踊りの練習�

○その他　練習会は普段着で結構です。直接会場へお出

　　　　　かけ下さい。�

※なお、太鼓、唄、踊りは「こだいぢ踊り同好会」が指

　導します。�

○問合せ先�

　江府町観光協会　電話　75－6007�

　役場企画財政課　電話　75－3305

江尾十七夜「こだいぢ踊り」参加者募集について�

土地境界に関する無料相談会�
　鳥取県土地家屋調査士会では、無料相談会を次

のとおり行います。気軽に利用ください。�

○日　　時　６月17日　10時から16時�

○場　　所　米子コンベンションセンター�

　　　　　　３階第２会議室�

○相談内容　土地の境界に関する相談�

　　　　　　土地・建物の表示に関する登記�

　　　　　　（土地分筆・建物新築など）の相談�

○問合せ先　鳥取県土地家屋調査士会事務局�

　　　　　　電話　0857－22－7038

町営住宅入居者募集�
　町営住宅の入居希望者を次のとおり募集します。�
○団地名　佐川団地�
○場　所　佐川852番地1�
○戸数及び規格�
　特定公共賃貸住宅　１戸（木造２階建91　）�
○家　賃　40,000円�
○敷　金　家賃の３か月分�
○申込資格�
　・現に同居し、同居しようとする親族（事実上
　　婚姻関係にあるもの、婚約者も含む）がある者�
　・収入基準に該当する者�
　・現在住宅に困っている者�
　　　　　　　　　以上すべてに該当する者�
○提出書類　�
　・町営特賃住宅入居申込書�
　・入居予定者全員の住民票�
　・入居予定者全員の所得証明書など(平成18年分)�
　・住宅に困窮していることの証明書など�
○申込期限　６月20日　17時30分まで�
○申 込 先　役場　建設課�
○抽選予定日　６月22日　16時�
○入居予定日　７月１日�
○その他�
　・犬、ネコなどペット類の飼育は禁止する�
　・入居申込者多数の場合は、公開抽選会を行い
　　ます�
　・申込資格に該当しなかった場合は、審査時点
　　でご遠慮願います�
　・収入基準については、扶養親族などにより異
　　なりますので、所得証明を持参のうえ、役場
　　建設課に相談ください�
　・申込書は、役場建設課にあります�
○問合せ先　役場　建設課　電話　75－3306 家族のつどいについて�

○日　時　６月20日／８月22日／10月17日�

　　　　　12月19日／２月20日�

○時　間　いずれも13時30分から15時30分�

○場　所　日野町山村開発センター�

○内　容　対応についての学習、参加者どうしの話し合

　　　　　いなど�

○対　象　自宅にひきこもりの状態にある方の家族�

○申込・問合せ先�

　　日野総合事務所福祉保健局（日野保健所）�

　　電　話　72－2037　ＦＡＸ　72－1099

平成19年度「ひきこもり」状態にある方の�

ボランティア募集�
　第９回全国和牛能力共進会～大自然の恵みとっとりフ

ァーム2007～の、イベント運営を手伝ってくださるボ

ランティアを募集します。�

○応募資格　どなたでも参加できます�

○応募締め切り　８月31日（当日消印有効）�

○応募・問合せ先�

　〒683－0054　米子市糀町1－160�

　第９回全国和牛能力共進会ボランティアセンター�

　電　話　0859－31－1281・1282�

　ＦＡＸ　0859－31－9639

裁判所事務官採用Ⅲ種試験について�
　裁判所事務官は、各地の裁判所に勤務して、裁判部で

は裁判所書記官のもとで、各種裁判事務に従事し、事務

局では、司法行政事務全般の事務に従事します。�

○受験資格　昭和61年４月２日から�

　　　　　　平成２年４月１日までに生まれた者�

○受付期間　７月17日から７月25日まで�

○第一次試験日　９月１６日�

○問合せ先�

　〒680－0011　鳥取市東町2－223�

　鳥取地方裁判所事務局総務課人事第一係�

　電話　0857－22－2171

給与の源泉所得税の納付期限を忘れずに�
　給与・賞与にかかる源泉所得税の納付期限は、

次のとおりです。�

○毎月納付の方　平成19年６月支給分�

　　　　　　　　納付期限　７月10日�

○納期特例の方　平成19年１月～６月支給分�

　　　　　　　　納付期限　７月10日�

＊納付すべき税額がない場合でも、給与などの支

　払いがあれば納付書を作成のうえ、税務署へ直

　接書類を提出してください。�

狩猟免許試験について�
　野生鳥獣の捕獲（有害捕獲・狩猟）には、狩猟

免許が必要です。�

○日にち等�

�

�

�

�

�

�

�

�

＊申請書等の用紙は、役場農林課にありますので

　問い合わせください。�

よなご若者ぷらざ出前相談会�
○日　時　６月25日　10時から16時�

○場　所　江府町防災・情報センター�

○対象者�

　・開催地周辺住民のうち、おおむね35歳未満

　　の方�

　・保護者など若年者就職に関する相談を希望さ

　　れる方�

○内　容　職業相談／適職診断�

○問合せ先�

　よなご若者仕事ぷらざ　電話0859-23-4510�

　西部総合事務所県民局商工労働課�

　　　　　　　　　　　　電話0859-31-9638�

　役場農林課　　　　　　電話0859-75-3222

明 道 児 童 館　75－2624�

給食センター　75－2004�

子供の国保育園　75－2704�

江府町農業公社　75－2422

総合健康福祉センター�

　　　福祉保健課　75－6111�

　　　江尾診療所　75－2055�

　　　歯科口腔外科予約専用�

　　　　　　　　　77－2345

�

�

�

ファックス　75－2389�

総　務　課　75－2211�

人権同和対策室　75－2211�

�

企画財政課　75－3305�

町　民　課　75－3223�

出　納　室　75－2211�

農　林　課　75－3222�

建　設　課　75－3306�

議会事務局　75－3307

農業委員会　75－3222�

教育委員会　75－2223�

公　民　館　75－2005�

総合体育館　75－3229�

図　書　館　75－2005

役場への電話は…�
■　市外電話0859　■�

INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION……INFORMATION

東部総合事務所�

倉吉未来中心�

西部総合事務所�

会　場�

７月29日�

９月２日�

７月８日�

６月１日～�

　　７月13日�

６月１日～�

　　８月17日�

６月１日～�

　　６月22日�

試験日� 受付期間�

第９回全国和牛能力共進会�

17 16



江府町人権同和問題啓発標語�

江尾小学校２年　森　田　大　地　気づこうよ　自分のしたこと　言ったこと�
米沢小学校２年　下　垣　奈七海　｢ありがとう｣　えがおになれる　ことばだよ�

学年は応募があった平成18年度時点で掲載しています。�

●広域隣保活動の参加希望者は本五集会所（　75－2624）へ連絡してください。�

行� あ� こ�事� れ� れ�

都合により、日程が変更される場合があります。�

7月�

6月�

18

賃 金 �就業時間�年齢�所 在 地 �求人事業所名� 職 種 �

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。�

●求人情報に関する問い合せ先　米子公共職業安定所根雨出張所(TEL72-0065)

6月分�
求� 人� 募� 集�

介護支援専門員� 192,672～202,864不問�社会福祉法人寿耕会(チロルの里) 久連7 8:30～17:30

看護師(正・准）� 148,500～186,200不問�社会福祉法人寿耕会(チロルの里) 久連7 8:30～17:30

生命保険・損害保険の販売� 140,00020～50日本生命保険相互会社日野支部�佐川1028-1 9:00～17:00

作業員� 120,000～200,00025～35( 株 ) 日 野 リー ス�佐川749-1

看護師(正・准）� 時給1,130～1,250不問�日 野 病 院 組 合 �
(介護老人保健施設あやめ)

武庫475

8:30～17:00

クレーンオペレーター� 140,000～180,000不問�江尾貨物自動車(有) 佐川1002-1 8:00～17:00

縫製オペレーター及び下手間� 109,120～144,32018～50ダイセン縫 製 ( 株 ) 武庫500-1 8:15～17:15

フロント係� 132,000～149,600不問�休暇村大山鏡ヶ成�御机709-1 6:30～15:30�
12:00～21:00

レストラン係� 132,000～149,600不問�休暇村大山鏡ヶ成�御机709-1 6:30～15:30�
12:00～21:00

調理係� 147,200不問�休暇村大山鏡ヶ成�御机709-1 6:30～15:30�
12:00～21:00

9:00～16:00
の間の２時間
以上�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

1�

2�

3�
�

4�
�

5�

6�

7�

8�

�

9�

�

10�

11�

�

12�

�

13�

14�

15

日�

月�

火�
�

水�
�

木�

金�

土�

日�

�

月�

�

火�

水�

�

木�

�

金�

土�

日�

�

�

�

チャレンジ太極拳入門講座�

公民館講座(韓国料理）�

ふれあいデー�

補聴器修理相談会(中国)�

�

郡民体育大会�
�

住民健診(～13日まで）�
�

公民館講座（絵手紙）�

�

公民館講座（書道）�

ふれあいデー�

公民館講座（ヨガ）�

軟式野球審判講習会�

公民館講座（生け花）�

�

�

�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

�

日野町�
�

総合健康福祉センター�
�

防災情報センター�

�

防災情報センター�

子供の国保育園�

防災情報センター�

町民グランド�

防災情報センター�

�

�

�

9：30～11：30�

10：30～�

10：00～11：30�

9：30～11：30�

�

8：30～�

�

�

13：30～�

�

13：30～�

10：00～11：30�

19：00～�

20：00～�

19：00～�

受付　8：30～9：00�
　　　10：00～10：30�
　　　13：00～13：30�
　　　14：00～14：30

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

11�

12�
�

13�
�

�

14�

�

�

�

15�

�

�
�

16�
�

17�

18�
�

19�

�

20�
�

�

�

21�

�

�

月�

火�
�

水�
�

�

木�

�

�

�

金�

�

�
�

土�
�

日�

月�
�

火�

�

水�
�

�

�

木�

�

�

公民館講座(絵手紙・油絵)�

公民館講座（太極拳）�

チャレンジ太極拳入門講座�

公民館講座（書道）�

ふれあいデー�

職域ソフトテニス大会�

公民館講座（ヨガ）�

補聴器修理相談会(中国)�

公民館講座(フラダンス)�

消防操法町予選会�

職域ソフトテニス大会�

公民館講座(ストレッチ)�

グランドゴルフ秋季スポレク予選会�

江府町小学生ソフトテニス選手権予選会�

�

公民館講座（墨彩画）�

フッ素塗布(子供の国保育園児)�

公民館講座（太極拳）�

チャレンジ太極拳入門講座�

公民館講座（押し花）�

明徳学園�

ふれあいデー�

公民館講座（陶芸）�

補聴器修理相談会(トーシン)�

実年ソフトボール大会(～26日まで)

防災情報センター�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

子供の国保育園�

町民テニスコート�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

防災基地�

町民テニスコート�

防災情報センター�

せせらぎ公園�

町民テニスコート�

�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター�

防災情報センター�

子供の国保育園�

高齢者創作館�

総合健康福祉センター�

町民グランド�

13：30～�

19：00～�

9：30～11：30�

13：30～�

10：00～11：30�

18：30～�

19：00～�

9：30～11：30�

14：00～�

18：00～�

18：30～�

19：15～�

9：00～�

9：00～�

�

13：30～�

�

19：00～�

9：30～11：30�

�

9：30～�

10：00～11：30�

13：00～�

13：30～15：00�

18：30～�

受付13：00～13：30�
　　14：00～14：30

10：00～�
13：00～�

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

22�

23�

24�

25�

26�

27�

�

28�

�

29�

30

金�

土�

日�

月�

火�

水�

�

木�

�

金�

土�

公民館講座(パッチワーク)�

公民館講座(和紙折り紙)�

�

�

公民館講座(フラダンス)�

チャレンジ太極拳入門講座�

ふれあいデー�

公民館講座(グラスアート)�

公民館講座（ヨガ）�

防災情報センター�

防災情報センター�

�

�

防災情報センター�

総合健康福祉センター�

子供の国保育園�

防災情報センター�

防災情報センター�

13：30～�

10：00～�

�

�

19：00～�

9：30～11：30�

10：00～11：30�

13：30～�

19：00～�



《6月の納税は》�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　481日　（６月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　　　62日　（６月１日現在）�

火　　災�

ご　寄　付�

19

納付期限�

6月分�
平成19年7月31日まで�

　社会保険事務所から送られて�

いる納付書を添えて金融機関で�

お支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上記�

期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（５月分）敬称略�

◎見舞い返しとして�

　　本町五　中前ひでこ　本人退院�

　　本町三　山口　純子　本人退院�

　　荒　田　林　美貴子　本人退院�

　　貝　田　森田　良一　本人退院�

　　美　用　川上喜世子　本人退院�

　　洲河崎　三好　昭子　本人退院�

◎香典返しとして�

　　新町一　岡本　博之　母清香死去�

　　半の上　細田　清則　父清正死去�

　　新町二　加藤　正史　祖母夏枝死去�

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
、
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
免
許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。�

町の人口　3,725人（－３）�

男　1,750人（±０）�

女　1,975人（－３）�

�

世帯数　1,166世帯（＋１）�

�

５月末現在（　　）は前月比�

�

�

◎お誕生おめでとう�

(住　所）　（氏　名）　（性別）（保護者）�

貝　田　森田　心晴　女　　　智樹�

新　二　田中蓮太郎　男　　　王人�

◎ご結婚を祝します�

渡邊　　聰　　新道�

原口　希望　　大山町から�

沢山　孝博　　佐川�

山口美穂子　　江尾から�

中田　　尚　　御机�

後藤　豊子　　広島県府中市から�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

新　一　岡本　清香　87歳　　本高善久�

新　二　加藤　夏枝　89歳　　正史�

佐　川　森下　久雄　72歳　　陽子�

美　用　景山　陽治　78歳　　加代子�

人の動き�５月届�
（敬称略）�

男女共同参画週間�

)
)
)

　男女共同参画推進本部では、６月23日から29日までの一週間を「男
女共同参画週間」とし、男女共同参画社会の実現に向け、次の５つの
基本理念を掲げ、様々な取り組みを行っています。�
１．男女の人権の尊重�
　（男性も女性もひとりの人間として能力を発揮できる機会の確保）�
２．社会における制度・慣行についての配慮�
　（男女が様々な場面で活動ができるよう社会の制度や慣行について
　　考える）�
３．政策の立案および決定への共同参画�
　（男女が社会の対等なパートナーとして、いろいろな方針の決定に
　　参画できるように）�
４．家庭生活における活動と他の活動の両立�
　（男女が家族の構成員として互いに協力し、社会の支援も受け、家
　　族としての役割をはたしながら、仕事や学習、地域活動ができるよう）�
５．国際的協調　（他の国々や国際機関とも相互に協力して）�
�
○仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進�
　男女がともに、人生の各段階において、仕事、家庭生活、地域生活、
個人の自己啓発など、様々な活動を自らの希望に沿って推進できる社
会の実現を目指して、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
の推進に取り組んでいます。�

・町県民税（第１期）�

・国民健康保険税�
　　　　　（第１期）�

・介護保険料（第１期）�

納期限は７月２日(月)です。�
（口座振替は７月２日）�

これまでの功績を讃えられ�
～赤十字社鳥取県支部西部地区江府町分区～�

　５月28日、日本赤十字社創立130周年記

念社業功労特別表彰の伝達式が倉吉市であ

りました。�

　江府町分区は、社資募集を通じて、赤十

字事業の発展に貢献した功績が認められ受

賞となりました。�

　当日は、江府分区長である竹内町長が出

席し、日本赤十字社鳥取県支部長から、表

彰状を受け取りました。�

・活力に満ちた企業・組織�
(人材の多様性・意欲の向上）�
・家庭生活の充実�
(子育ての充実・家族のふれあい）�

・地域の活性化�

(地域活動への参画・交流の拡大）�

・男性も家事・育児・介護、地域活動の希望を実現�
・女性も家庭生活と両立し、キャリア形成や再就職
　が可能�
・社会活動、自己啓発により、個人の可能性が拡大�
・高齢者も意欲と能力に応じ就労�
・生涯にわたり、心身ともに健康と活力を維持�

ひとりひとりが、様々�
な希望を実現し、豊か�
さを実感�
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品
者�

第
三
区
（
若
雌
）
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砂
口
正
文
さ
ん
（
吉
原
）
さ
く
ら
号�

第
六
区
（
高
等
登
録
群
）�
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